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事
完
成
ま
で
残
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
い

ろ
く

の
思
い
出
を
残
す
現
校
舎
も
や
が
て
消
え

時
代
の
推
移
と
と
も
に
面
目
を

Ｉ
新
し
た
新
校
舎

が
乗
附
の
原
（
か
な
り
の
家

が
建
ち
並

び
、
今
で

は
こ
の
言
葉
は
通
行
し
ま
せ
ん
）
に
山
の
緑
と
対

照
的
に
そ
の
姿
を
見
せ
る
の
も
そ
う
遠
い
こ
と
で

は
な
く
な
り
ま
し
た
。

本
校
八
十
周
年
記
念
事
業
と
か
ら
め
て
、
そ
の

完
成

が
待
ち
望
ま
れ
る
わ
け
で
す

が
、
今
後
と
も

一
層
の
同
窓
会
諸
兄
の

ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願

い
致
す
次
第
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
塩
浦
）

創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
　
’

来
る
昭
和
五
十
二
年
は
、
高
崎
中
ゲ
校
が
赤
坂

町
長
松
寺
の
仮
校
舎
に
産
声
を
あ
げ
た
明
治
三
十

も
完
成
す
る
予
定
で
す
の
で
、
昨
年
七
月
十
九
日

に
、
同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
合
同
役
員
会
を
ひ
ら
き

そ
の
後
、
度
重
な
る
会
議
を
経
て
、
今
春
の
同
窓

会
な
ら
び
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ

別
紙
趣
意
書
に
あ
る
記
念
事
業
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
ご
賛
同
の
上

ご
協
力
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
以
下
事
業
内
容
に

つ
き
そ
の
概
略
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

役
員
会
で
第
一
番
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
業
は

校
庭
の
改
修
で
あ
り
ま
し
た
。
本
校
の
校
庭
は
粘

土
質

が
非
常
に
多
く
、
雨
の
後
は
、
三
日
ぐ
ら
い

授
業

が
出
来
な
い
状
態
で
、
雨
季
の
授
業
に
多
大

の
支
障
を
き
た
し
て
居
り
ま
す
。
ご
承
知
の
如
く

現
在
の
高
校
教
育
に
お
い
て
、
体
育
の
授
業
は
、

昔
よ
り
一
段
と
重
要
さ
を
増
し
て
お
り
、
ま
た
放

課
後
の
部
活
動
も
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ば
か
り
で

な
く
、
人
間
交
流
の
場
と
し
て
、
そ
の
価
値
が
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
校
庭
の
改
修
は

生
徒
の
教
育
上
非
常
に
有
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

事
業
内
容
は
、
排
水
管
を
完
備
し
、
そ
の
上
に
浸

透
力
の
あ
る
土
を
盛
り
、
さ
ら
に
冬
季
の
乾
燥
を

考
え
て
、
給
水
施
設
を
造
る
も
の
で
あ
り
、
す
で

に
高
崎
商
業
高
校
等
で
施
行
し
て
成
果
を
あ
げ
て

お
り
ま
す
。
次
に
学
芸
部
室
は
、
現
在
は
校
舎
内

に
点
在
し
て
お
り
、
部
活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た

顧
問
教
師
と
部
員
と
の
人
間
的
接
触
の
場
と
し
て

重
要
な
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
新
校
舎
に

は
部
室

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
学
芸
部
室
棟
の
新
築
を
お
願
い
し

た
次
第
で
す
。

最
後
に
、
学
校
史
の
編
纂
で
す

が
、
す
で
に
校

内
で
は
編
集
委
員
会
を
作
り
、
着
々
準
備
を
進
め

て
お
り
、
写
真
を
十
分
に
取
り
入
れ
て
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
を
作
る
た
め
努
力
し
て
居
り
ま
す
。
完
成

ま
で
に
は
、
皆
様
方
の
ご
指
導

ご
協
力
を
仰
が
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
戸
塚
）

新
校
舎
改
築
工
事
始
ま
る

改 築 中 の 新 校 舎
(写真は49回卒岩山写真提供)

長

い
間
、
の
び
く

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
校

舎
の
全
而
改
築
が
い
よ
い
よ
今
年
の
八
月
よ
り
始

ま
り
ま
し
た
。
先
号
で
略
団
等
は
ご
紹
介
し
て
お

き
ま
し

た
が
、
工
事
は
三
期
に
分
か
れ
て
お
り
ま

し
て
、
予
定
通
り
進
み
ま
す
と
、
三
階
建
て
の
鉄

筋
校
舎
二
棟
が
三
か
年
で
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

一
期
工
事
は
南
側
の
校
舎
の
中
、
そ
の
四
分
の

三
で
、
現
在
の
理
科
校
舎
の
東
側
に
教
室

が
十
八

賞
建
て
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
思
い
出
の
あ
る
美

術
教
室
の
姿
は
今
は
な
く
、
そ
の
あ
と
に
建
築
工

事

が
井
上
工
業
の
手
に
よ
っ
て
進
行
し
て
お
り
ま

す
。
基
礎
工
事
で
は
当
地
は
水
位
が
高
く
、
水
を

ポ
ン
プ
で
吸
い
上
げ
て
の
難
工
事
で
、
さ
ぞ
大
変
一
年
よ
り
数
え
て
、
丁
度
八
十
年
に
な
り
、
新
校
舎

だ
っ
た
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
工
事
中
の
建

物
は
正
面
玄
関
の
前
ま
で
長
さ
が
伸
び
て
き
て
お

り
ま
す
。
玄
関
両
脇
の
二
本
の
大
木
、
糸
ひ
ば
は

残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
車
廻
し
の
中
の
五
つ
ほ
ど

の
石
は
整
理
さ
れ
て
お
り
、
セ
メ
ン
ト
打
ち
工
事

用
の
生
コ
ン
の
ト
ラ

ッ
ク
が
出
入
り
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

さ
て
二
期
工
事
は
、
一
期
工
事
の
延
長
、
す
な

わ
ち
南
側
の
校
舎
の
残
り
四
分
の
一
の
教
室
九
室

と
、
現
在
の
中
庭
に
建
築
予
定
し
て
お
り
ま
す
北

側
の
校
舎
、
い
わ
ゆ
る
管
理
棟
の
東
半
分
の
予
定

で
す
。
管
理
棟
で
は
保
健
室
・
通
信
制
課
程
司
諸

施
設
・
宿
直
室
（
一
階
）
、
正
面
玄
関
・
校
長
室

事
務
室
・
会
議
室
（
二
階
）
、
地
学
教
室
・
社
会

科
教
室
・
進
路
指
導
室
（
三
階
）等

が
主
な
と
こ
ろ

で
し
て
、
や
が
て
は
屋
上
に
天
文
台
の
ド
ー
ム
が

陽
に
映
え
る
学

び
舎
を
夢
に
描
い
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
三
期
工
事
で
す

が
、
管
理
棟
の
残
り
、

西
半
分
で
し
て
、
生
物
教
室
・
視
聴
覚
教
室
・
教

務
室
・
図
書
室
・
Ｌ
Ｌ
教
室
・
美
術
教
室
等

が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
校
舎

は
二
期
工
事
が
始
ま
り
ま
す
と
、

南
校
舎
は
教
務
室
等
一
部
を
除
い
て
、
そ
の
姿
は

消
え
て
ゅ
き
ま
す

が
、
北
校
舎
は
そ
の
ま
ま
全
工

募
金
目
標
　
一
般
寄
附
壱
千
万
円

計
七
千
万
円

会場日

○費所時

″
　

特
志
寄
附
六
千
万
円

同

窓

会

総

会

の

お

し

ら

せ

昭
和
五
十
年
一
月
二
十
五
日（
土
）
午
後
二
時
よ
り

問
屋
町
　
高
崎
商
工
会
議
所
　
六
階
ホ
ー
ル

ー
、
五
〇
〇
円
（
当
日
い
た
だ
き
ま
す
。
）

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
是
非
ご
出
席
下
さ
い
。
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第８号 （2）窓 会 報

昭和48年度同窓会経常会計報告

校 同
＿１二
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局昭和49年12川 ＯＨ　　　　　　　　 ｉ

昭和49年度 同窓会経常会計予算
(昭和48年 Ｕ卜12 川㈲ 和49年Ｕ 卜12 川

収　 人　 の　 部 支　 出　 の　 部

摘　　　　　　要 金　　 額 摘　　　　　　要 金　　額

前年度からの繰越金

，
ムzf

全日制360

人゛笛 ，転人生　 ４

維 持 会 費（現金）

維 持 会 費（振替）

利　　　　　　　 息

258,276

364,000

173,000

241,610

6,774

会　　　議　　　費

祝　　　賀　　　賞

賤　　　別　　　??

香　　　典　　　y?

通　信・印 刷 費

旅　　　　　　　費

総会通信・印刷等

同　 窓　 会　 胤

事　　　務　　　費

次年度への繰越金

3,570

69,025

116,000

16,000

91,810

32,670

313,560

91,000

67,240

242,785

計 1,043,660 計 1,043,660

匡 己角 田

特別会計　予備金として　363,697 円（高崎信用金庫）

昭和49年２月２日　　 会計　 校内幹事　塩浦徳三郎

収　入　の　 部 支　出　の　 部

摘　　　　　　 要 金　額 摘　　　　　　 要 金　額

前年度からの繰越金

入会金(全日制405)

維　 持　 会　 費f

現金・扱替あわせて
(

20万円増収を見込む

利　　　　　　　　息

242,785
●

405,500

6j4,610

6,774

会　　 議　 費

祝　 賀　　　費

賤　　 別　　 費

慶　　 弔　　　費

通　 信・印 刷 費

旅　　　　　　 費

総会通信・印刷等

同　 窓　 会　 報

事　　 務　　 費

于　　 備　　 賞

30,000

80,000

100,000

30,000

‘　150,000

40,000

350,000

150,000

70,000

269,169

計 1,269,169 計 1,269,169

会計　校内幹事　塩浦徳三郎　 角田　匡己昭和49年 ２月２日

財口49年総会の結果つぎのことが決まりました。
―

―

－

：

－

Ｉ

Ｉ

i冷tli若 干 名 →

会則変史について

第４条　理事若干名

1 ）

理事若干名　会計監査若千名　 幹事若干名とする

常任理事は理事より会長これを依嘱する→ 常任理事は理事より

会計監査 は会貝より会長これを依嘱する。

高崎　 商工会議所大ホール

束京　都道府県会館

務 報 告

会 総 会
同 窓 会

生歓迎会

昭和49年度　庶

窓

浜

入

同

京

新

４９． ２ ．2

5.20

第４条

高崎　 すいらん会館

（2）役員依嘱および迫加がつぎのように決まりました（敬称略）

顧　　 問　井上房一郎（15） 高間　繁（19） 吉野庸三韓

安居次夫（前校長）　中野敏宗（現校長）

常任理事　村田謙二（24） 須藤実作韓　 清水貞側30） 塚越輝夫韓

重田精出38） 山本富夫（19

会計監査　竹林文彦闘　 須永　孝㈲　 石井敬之助（50）

東京　都道府県会食

高高　 すいらん会館

創立８０周年記念

事 業委 貝 会発起

人会

同 上 実 行委 貝会

同上事業募金部

実 行 委 貝 会

京 浜 同 窓 会総会

常 任 理 事 会

５１６

Q
 
C

Ｘ
D

7

10

8

10

11

12

四
三
会
近
況

四
三
会
は
昭
和
十
九
年
春
卒
業
。

現
在
、
住
所
確
認
者
一
三
五
名
、
未
確
認
者
一

五
名
、
物
故
者
一
九
名
。

県
内
在
住
者
七
六
名
、
東
京

十
八
名
、
他
地
域
七

五
名
。

職
業
は
教
師
二
一
名
、
医

師
十
七
名
。
そ
の
他
。

本
年
は
卒
業
後
三
十
年
を
迎
え
、
物
故
者
恩
師

同
期
生
の
尉－
霊
祭
を
行
っ
た
。

五
月
十
九
日
、
母
校
裏
山
の
県
護
国
神
社
に
お

い
て
。

当
神
社
は
、
私
達

が
在
学
中
に
し

ば
く

開
拓

作
業
に
従
事
、
人
魂
式
に
参
加
し
た
縁
い
の
深
い

杜
で
も
あ
り
、
故
人
を
慰
霊
し
、
往
事
を
偲
び
、

旧
交
を
温
め
る
に
最
も
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
た
か

ら
で
す
。

当
日
は
物
故
者
の
御
遺
族
、
恩
師
安
居
次
夫
、

岩
下

美
千
穂
両
先
生
、
現
高
々
中
野
校
長
の
御
臨

席
の
下

に
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

宴
に
入
る
冒
頭
に
同
期
の
詩
人
山
口
保
君
か
ら

鎮
魂
歌
「
五
月
の
風
」
の
朗
読

が
あ
り
、
参
会
者

の
共
感
を
呼

び
、
こ
の
会
合
の
意
味
を
有
意

義
な

も
の
と
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
・
。

同
君
の
詩
文
を
掲
げ
て
、
や
が
て
初
老
に
入
ら

ん
と
す
る
四
三
会
の
近
況
と
致
し
ま
す
。

（
代
表
幹
事
　
小

潭
　
清
）

鎮
　

魂

歌
五
月

の
風

生
き
て
集
う
人
々
の
胸
に

世
を
去
っ
た
人
々
の
眼
に

五
月
の
風
が
吹
く

思
い
出
し
た
ま
え
　
あ
の
頃
の

吹
き
寄
せ
る
五
月
の
風
よ

こ

と

を

榛
名
の
嶺
を
う
た
っ
た
燃
え
る
頬
を

島
川
に
映
し
た
明
る
い
瞳
を

乗
附
の
野
を
進
ん
だ
た
く
ま
し
い
足
並
を

そ
れ
は
　
人
々
の
額
の
葉
む
ら
を

嵐

が
う
ば
っ
て
い
っ
た
季
節
だ
っ
た

φ

そ
れ
は
　
い
さ
ぎ
よ

い
若
人
た
ち
の
は
ば
た
き
が

秋
空
を
飛
び
去
っ
た
季
節
だ
っ
た

そ
れ
は
　
身
を
切
る
北
風
に
肩
を
組
み

隊
列
を
組
ん
だ
季
節
だ
っ
た

そ
れ
は

氷
の
剣
と
銃
弾
に
貫
か
れ
た
若
人
た
ち
の

雄
々
し
い
血
が
夥
し
く
流
さ
れ
た
季
節
だ
っ
た

思

い
出
し
た
ま
え
　
三
十
年
の
年
月
を

年

ご
と
に
よ
み
が
え
る
五
月
の
風
よ

ほ
ろ
び
る
こ
と
の
な
い
あ
な
た
の
ま
こ
と
が

ま
な
び
の
庭
に
並
び
立
つ
銀
杏
の
若
木
を

教
え
た
も
の
も
教
え
ら
れ
た
も
の
も

世
を
去
っ
た
も
の
も
生
き
て
集
う
も
の
も

ひ
と
つ
に
結
ば
れ
た
大
樹
に
し
た

五
月
の
風
が
吹
く

追
憶
の
樹
に
若
葉
は
あ
ふ
れ

き
ざ
ま
れ
た
か
ず
か
ず
の
名
は
語
ら
い

五
月
の
風
が
吹
く

か
な
し
み
の
と
き
を
越
え

ふ
る
さ
と
の
野
山
を
渡
り

あ
あ
　
五
月
の
風

が
吹
く

山
　
　

口
　
　

保

五
月

の
風

が
吹
く

追
憶
の
樹

に
若
葉
を

そ
よ

が
せ

き

ざ
ま

れ
た
か
ず

か
ず
の
名

を
め

ざ
し

五
月

の
風

が
吹
く
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私
の
高
中
時
代

須
　

永
　
　

考

私
の
鳥
中
時
代
は
、
昭
和
十
八
年
四
月
よ
り
、

昭
和
ニ
ト
三
年
三
月
迄
－

戦
争
の
末
期
か
ら
、
戦

後
の
混
乱
期
迄
で
し
た
。

坊
主
頭
に
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
い
て
の
登
下
校
す
ら

l
S
S
 
X

カ

何
故
か
誇
ら
し
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
人
間

の
意
識
な
ど
と
言
う
も
の
は
、
時
代
に
よ
っ
て
、

随
分
と
変
わ
る
も
の
で
す
。

一
年
生
の
頃
は
、
農
繁
期
毎
に
一
週
間
位
の
農

家
へ
の
勤
労
動
員
以
外
は
、
学
校
で
授
業
が
あ
り

ま
し
た
。

二
年
生
に
な
る
と
、
三
年
以
上
が
、
か
な
り
の

期
間
工
場
へ
勤
労
動
‥只
に
か
り
出
さ
れ
た
の
で
、

そ
の
間

だ
け
は
割
り
合

い
の
ん
び
り
と
し
た
学
校

生
活
が
送
れ
ま
し
た
。

当
時
の
上
級
生
の
恐
ろ
し
さ
は
、
一
通
り
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。

三
年
生
に
な
っ
て
、
工
場
へ
か
り
だ
さ
れ
、
八

川
以
降
も
し

ば
ら
く
は
授
業
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。米

箪
が
日
本
に
進
駐
し
て
く
る
前
日
、
当
時
の

内
藤
校
長
先
生
が
、
全
生
徒
を
講
堂
に
集
め
て
、

「
明
日
か
ら
言
う
私
の
言
葉
を
信
ん
ず
る
な
、

今
日
、
こ
れ
か
ら
話
す
私
の
言
葉
を
胸
に
た

ゝ
き

こ
ん
で
置
け
。
」

と
い
わ
れ
た
の
が
、
今
も
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

雑
誌
「
世
界
」
の
論
文
や
、
新
聞
の
社
説
を
教

材
に
す
る
等
、
一
つ
の
時
代

が
区
切
れ
る
時
の
、

先
生
方
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

マ
ー
ジ
ャ
ン
、
パ
チ

ン
コ
を
覚
え
た
の
も
こ
の

頃
で
し
た
。
映
画
や
、
群
響
に
か
よ
い
つ
め
た
り

部
活
動
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
熱
中
し
た
り

選
挙

演
説
を

き

ゝ
に
ま
わ
っ
た
り
、
古
本
屋
で
１
　　

考
書

を
あ
さ
っ
た
り
、
ザ
ラ

紙
の
教
科
書
を

渡
さ

れ
て

む
さ

ぼ
り
読
ん
だ
り
…
…
…
ｆ于
が
ゆ
と
磯

部
の
鉱
泉
の
「
み
そ
汁
」
で

ど
う
し

て
、
あ
ん
な

に
貧
欲
に
な
れ

た
か
不
思
議

の
様

で
す

。

或

は
そ
れ

が
「
若

さ
」

と

い
う

も

の
か
も
し
れ

･゚ ●' 柘 、

ま
せ
ん
。

満
ち
た
り
た
管
理
社
会
が
、
人
間
を
幸
せ
に
す

る
も
の
で
な
い
事
だ
け
は
、
確
か
の
よ
う
で
す
。

（
四
十
七
回
卒
）

本

校

の
あ

ゆ
み

（
概
要
）

草

創
の
こ

ろ

（
そ
の
Ｈ
）

峰
岸
米
造
分
校
主
任

峰 岸 米 造 先 生

明
治
三
十
年
四
月
、
赤
坂
長
松
寺
に
こ
こ
の
声

を
あ
げ
た
わ
が
高
崎
高
校
の
前
身

、
群
馬
県
尋
常

中
学
校
群
馬
分
校
の
初
代
主
任
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
、
峰
岸
米
造
で
あ
っ
た
。

峰
岸
は
、
そ
の
後
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授

と
な
り
、
彼
の
あ
ら
わ
し
た
六
十
種
に
お
よ

ぶ
歴

史
教
科
書
が
大
正
か
ら
昭
和
は
じ
め
に
か
け
て
、

全
国
の
中
等
学
校
で
大
量
に
採
用
さ
れ
、
そ
の
方

面
の
ベ
ス
ト

ー
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
中
等
教
育
界
に

そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
。
晩
年
は
、
戦
災
で
東

京
池
袋
の
豪
邸
を
、
ぼ
う
大
な
蔵
書
と
と
も
に
一

夜
で
焼
失
し
、
戦
後
ま
も
な
く
、
や
ヽ
不
遇
の
う

ち
に
郷
里
の
赤
城
山
麓
で
さ
び
し
く
逝
っ
た
が
、

知
る
人
ぞ
知
る
人
物
で
あ
っ
た
。

前
回
の
べ
た
よ
う
に
、
彼
が
本
校
に
在
任
し
た

の
は
明
治
三
十
年
四
月
か
ら
翌
三
十
一
年
四
月
ま

で
の

Ｉ
ヶ
年
で
、
か
ぞ
え
二
十
八
才
で
着
任
と
い

う
若
さ
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
に
い
え
ば
、
彼
は
群

馬
県
尋
常
師
範
学
校
に
入
学
す
る
以
前
、
十
六
才

に
し
て
桐
生
西
小
学
校
長
に
も
な
っ
て

い
る
。
い

か
に
俊
才
と
は
い
え
、
学
校
制
度
揺
ら
ん
期
の
な

せ
る
わ
ざ
で
、
今
日
で
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
ぬ

現
象
で
あ
っ
た
。

先
年
、
同
窓
会
で
歴
代
校
長
の
在
任
中
の
写
真

を
集
め
よ
う
と
い
う
議

が
決
め
ら
れ
、
以
来
集
収

に
つ
と
め
て
い
る
が
、
意
外
に
困
難
で
今
日
ま
で

全
貝
集
っ
て
い
な
い
。
そ
の
中
に
峰
岸
主
任
も
あ

っ
た
。
中
央
で
名
を
成
し
た
人
だ
か
ら
、
と
は
い

っ
て
も
本
校
在
任
中
の
写
真
は
今
と
な
る
と
、
ど

こ
に
も
当
り
よ
う

が
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

と
こ
ろ

が
遇
然
、
家
蔵
の
書
中
に
「
峰
岸
名
誉

教
校
教
育
功
労
記
念
会
記
念
誌
」
な
る
一
本
を
発

見
し
た
。
こ
れ
は
彼
が
高
師
教
授
を
退
官
し
、
従

三
位
勲
二
等
の
身
で
名
誉
教
授
に
な
っ
た
の
を
た

た
え
る
会
の
文
字
通
り
の
記
念
誌
で
、
昭
和
十
三

年
発
行
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
口
絵
に
明
治
三
十

年
当
時
の
写
真
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
さ
に
主
任
在

任
中
の
面
影
と
す
る
に
足
る
も
の
と
し
て
、
懸
案

解
決
の
形
と
な
っ
た
。

本
誌
に
は
ま
た
彼
の
小
伝
も
載
っ
て
お
り
、
そ

の
中
の
「
高
崎
中
学
校
教
諭
時
代
」
に
は
、
裏
話

め
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
し
て
あ
る
。
必
要
部
分

を
ゴ
ク

ー
部
紹
介
し
て
み
る
。

「
先
生
が
高
崎
中
学
校
に
赴
か
れ
た
頃
に
は
、

ま
だ
そ
の
敷
地
も
な
く
勿
論
校
舎
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
群
馬
郡
役
所
の
一
隅
で
執
務
を
開
始
し
た

職
員
は
、
殆
ど
皆
東
京
で
選
ん
で
連
れ
て
行
か
れ

た
が
、
無
資
格
者
が
多
か
っ
た
。
半
年
ば
か
り
経

っ
た
頃
、
恩
師
よ
り
手
紙
が
あ
っ
て
、
附
属
中
学

校
に
来
任
せ
よ
と
求
め
ら
れ
た
。
先
生
は
創
立
の

仕
事
の
一
段
落
を
終
え
る
ま
で
待
っ
て
も
ら
う
こ

と
と
し
、
転
任
の
事
は
絶
対
秘
密
に
附
し
て
置
か

れ
た
。
翌
年
一
月
、
滋
賀
県
膳
所
中
学
校
創
立
の

仕
事
を
ま
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
先
生
は

辞
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
頃
新
潟
県
新
発
田
中

学
校
か
ら
も
呼
ば
れ
ど

こ
と
が
あ
っ
た
・
（
竹
林
）

会
員
の
異
動
調
査
の
お
願
い

本
年
も
又
、
住
所
、
職
場
の
異
動
、
そ
の
他
御

気
付
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
ご

連
絡
下
さ
い
。
5
2年
改
訂
版
名
簿
原
稿
の
基
礎
資

料
の
整
備
中
で
す
。
期
別
、
地
城
別
、
Ｏ
Ｂ
会
等

御
報
せ
下
さ
い
。
旧
名
簿
の
残
部
御
希
望
の
方
一

部
一
〇
〇
〇
円
、
送
料
二
〇
〇
円
（
切
手
可
）
御

申
込
下
さ
い
。
　
　

名
簿
係
　
増
村
　
博

一 一
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ー

町

勤
労
奉
仕

中

曾

根

宇

内

大
東
．血
戦
争
も
い
よ

い
よ
附
と
な
り
、
営
農
の

柱
と
も
頼
む
青
壮
年
は
殆
ん
ど
赤
紙
で
召
集
さ
れ

た
。
銃
後
を
守
る
教
職
‥只
学
徒
に
も
、
食
糧
増
産

の
為
め
丈
部
省
か
ら
勤
労
奉
仕
の
勁
員
が
下
っ

た
。
生
徒
は
組
主
任
引
率
の
下
に
、
各
町
村
の
農

匙
協
同
組
ぺ
‥
に
出
陣
し
た
。
職
場
は
大
体
高
崎
市

仝
中
心
に
、
碓
氷
群
馬
唯
波
の
各
部
で

職
種
は

５
　Ｊ
し

り
、
じ
ゃ

が
芋
さ

つ
ま
芋
据
り
、
稲
刈
で

あ
っ
た
。
某
村
で

初

め
。
。‐

程
順
調
に
や
っ

た
が

。・
。‐

目

に

。
大
個

件

が
起
っ
た
。
村

の
実
行
委
□

昆

が
。
陸
苗
間

の
稗
引
き
を
さ
せ
た
。
生
徒

は
誤

っ
て
本
物
の
稲
を

数
本
抜

い
た
。
怒
っ

た
彼

は
直

ち
に
組
人‐
に
報

告
し

た
。
組
八
‥
長

は
私
に
向
っ
て

一
粒
の
米

を
も
多
く

増
産
す

る
時
、
稲
を
抜

か
れ

て

は
迷
惑

だ
、
明

日
か
ら
お
１

伝
を
断

る
と
の
事

で
し

か
。
そ

の
‐

実
行
委
口

長
会
議

が
開

か
れ
二

ト

数
人
渠

っ

だ
。
そ
こ
で
一
応

生
徒
の
机
相
今
陳

謝
し
て

か
ら
開
き

直
っ
て

、
皆

さ
ん
は
何
－

年
も

の
営
農
の
ベ
テ
ラ

ン
だ
、
生
徒
は
勉
強
か
に款
命

す
。
苗
間
の
稲
と
稗
の
昆
分
が
つ
く
筈
が
な
い

玄
人
で
さ
え
困
難
な
什

｀ で

事
だ
、
ま
し
て
そ
の
委
員

長
は
煙
草
を

ふ
か
し
な

が
ら
指
樽
も
し

な

か
フ

皆

さ
ん
稔
り

の
秋

と
も
な
る
と
、
一
㈲
に
稗

が
は

び
こ
っ
て

い
る

が
あ
れ
は

ど
う

い
う

訳
で
す

か

、

苗
間
で
苗
収

で
田
植
で
田

の
草
収

の
段

階
で

駆
除

出
来
な

い
も
の
で
し
ょ

う

か
と
詰
め
寄

れ
ば
、

一

同

顔
色

な
く

、
私
も

湘
飲
を
下

げ
て
退
去
し

た

が

組
会
長
は
暴
こＩ‥
を
吐

い
て

巾
訳

が
な

い
、
機

嫌
を

心
し
て
引
続
き
お
世
話
に
な
り
た
い
と
謝
罪
し
た

一 一 －

の
で
、
茲
に
劇
的
な
幕

が
下

り
た
。

こ
の
事
件
で
強
い
印
象
を
受
け
た
私
は
、
農
民

と
な
っ
て
か
ら
、
増
産
の
敵
、
稗
を
早
急
に
駆
除

す
る
方
法
を
研
究
し
た
。
私
は
水
苗
間
な
の
で
、

苗
が
二
三
糎
延
び
た
頃
、
夜
千
三
回
、
日
千
三
回

や
っ
た
。
日
光
に
当
っ
て
倒
れ
る
苗
が
続
出
し
た

抜
い
て
見
る
と
黒
い
種
子

が
つ
い
て
い
る
。
之
が

問
題
の
稗
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
雀
躍
り
し
た
。

こ
の
私
な
り
の
一
大
発
見
は
、
数
日
後
何
処
か
ら

聞

い
た
か
、
上
毛
新
聞
社
が
新
参
農
民
の
体
験
と

題
し
て
報
道
し
た
。

ふ
た
昔
前

大
　

塚
　
雅
　

彦

私
か
高
崎
高
校
の
教
貝
を
や
め
て
上
京
し
た
の

は
昭
和
2
6年
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
妙
な
め
ぐ
り
介

せ
で
、
長
い
こ
と
東
京
方
面
に
ワ
ラ

ジ
を
は
い
て

い
た
身
が
本
年
八
月
、
突
然
前
橋
家
裁
に
転
勤
に

な
っ
て
、
久
し

ぶ
り
に
帰
郷
す
る
こ
と
に
な
っ
た

私
か
在
職
の
頃
は
上
和
田
町
の
旧
校
舎
か
ら
乗

附
の
現
校
舎
に
移
っ
た
ば
か
り
で
、
未
だ
旧
連
隊

内
の
仮
校
舎
ず
一
部
授
業
を
し
て
い
た
と
思
う
。

旧
制
中
学
か
ら
新
制
高
校
へ
の
制
度
の
変
革
期
で

混
沌
と
し
て
い
た
が
、
創
造
的

子
不
ル
ギ
ー
に
溢

れ
て
い
た
。
私
は
上
級
生
に
「
時
事
問
題

」
と
い

う
科
目
を
講
じ
、
下
級
生
に
は
「
社
会
科
」
や
「

英
語
」
の
授
業
を
し
た
。
「
時
事
問
題
」
で
は
当

時
で
き
た
ば
か
り
の
新
憲
法
制
定
経
過
の
話
な
ど

し
た
。
授
業
中
に
小
説
を
読
ん
で
や
っ
た
り
、
戦

没
学
生
の
手
記
を
読
ん
で
や
っ
た
り
し
た
か
ら
、

あ
ま
り
真
面
目
な
教
師
だ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

そ
れ
に
、
社
会
科
教
師
の
く
せ
に
文
芸
部
長
を
し

て
、
部
員
の
生
徒
諸
君
（
岡
村
昇
治
君
は
当
時
の

部
貝
の
一
人
で
あ
る
）
と
共
に
「
翠
轡
」
を
編
集

発
行
し
た
り
、
諸
君
に
短
歌
を
作
ら
せ
て
、
上
毛

新
聞
や
高
崎
市
民
新
聞
に
載
せ
た
り
し
た
。

生
徒
諸
君
も
今
の
生
徒
よ
り
は
ず
っ
と
お
と
な

だ
っ
た
。
家
永
教
科
書
裁
判
の
主
任
弁
護
人
で
あ

る
新
井
章
弁
護
士
、
立
正
大
学
教
授
（
憲
法
）
の

一

永
井
憲
一
君
、
評
論
家
で
学
生
間
題
に
造
詣
深
い

中
島
誠
君
、
児
童
文
学
の
権
威
神
宮
輝
夫
君
等
は

皆
当
時
の
生
徒
で
あ
る
。
校
舎
が
火
事
に
な
っ
た

こ
と
、
乗
附
の
河
原
を
空
っ
風
に
吹
か
れ
て
長
い

八
千
代
橋
を
渡
っ
て
歩
い
た
通
勤
、
昼
休
に
学
校

の
背
後
の
観
音
山
の
丘
に
上
っ
て
寝
そ
べ
っ
て
仰

い
だ
白
い
雪
…
と
、
思
い
出
は
尽
き
な
い
。

野
球
部
、
見
事
健
闘

前
回
は
大
学
進
学
状
況
に
つ
い
て
お
し
ら
せ
し

ま
し
た
の
で
、
今
回
は
本
年
の
運
動
部
の
活
躍
ぶ

り
を
紹
介
致
し
ま
す
。

進
学
状
況
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
受
験
勉
強
に

追
わ
れ
て
の
部
活
動
は
い
ろ
い
ろ
き
び
し
い
条
件

の
制
約
を
受
け
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
成
績
は

各
部
と
も
に
輝
か
し

い
実
績
を
挙
げ
、
伝
統
・
高

々
健
児
の
意
気
盛
ん
な
所
を
天
下
に
示
し
て
お
り

ま
す
。

全
県
制
覇
を
連
続
さ
せ
て
い
る
ラ
グ
ビ
ー
部
は

今
年
も
全
国
大
会
出
場
権
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が

サ
ッ
カ
ー
部
の
佐
賀
県
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

同
じ
く
テ
ニ
ス
部
中
坪
・
石
田
組
の
三
回
戦
進
出

陸
上
部
、
倉
林
君
の
五
種
競
技
に
お
け
る
全
国
1
6

位
入
賞
な
ど
の
ほ
か
、
水
泳
部
野
村
君
の
国
体
出

場
、
バ
レ
ー
部
の
国
体
県
予
選
で
の
準
優
勝
、

バ

ス
・ケ
ッ
ト
、
剣
道
部
な
ど
の
健
闘
に
は
目
を
見
は

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
特
筆
し

た
い
の
は
本
多
監
督
率

い
る
野
球
部
の
め
ざ
ま
し

い
活
躍
ぶ
り
で
し
た
。
昨
春
、
県
優
勝
校
と
し
て

甲
府
で
の
関
東
大
会
で
、
第
二
回
戦
に
進
出
、
江

川
投
手
を
擁
す
る
作
新
学
院
と
対
決
、
健
闘
、
夏

の
大
会
に
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
思
わ
ぬ
苦
杯
を

な
め
て
以
来
、
本
年
の
ナ
イ
ン
は
捲
土
重
来
を
期

し
、
夏
の
大
会
で
は
「
個
を
生
か
し
た
高
崎
野
球
」

と
「
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
打
線
」
の
名
を
ほ
し
い
ま
ヽ

に
、
安
定
し
た
投
手
力
と
息
つ
ぐ
暇
の
な
い
ほ
ど

の
長
打
を
続
々
、
作
裂
さ
せ
、
向
う
所
敵
な
し
の

中
で
、
ほ
と
ん
ど
一
方
的
式
合

ぶ
り
で
大
泉
高
、

高
工
、
伊
勢
崎
商
、
桐
生
高
を
撃
破
し
、
県
代
表

校
と
し
て
北
関
東
大
会
で
は
宇
都
宮
学
園
高
を
劇

的
な
逆
転
に
よ
っ
て
ね
じ
り
ふ
せ
χ

愈
々
ヽ

甲
子

園
へ
の
最
後
の
関
門
で
前
橋
工
と
覇
を
争
い
ま
し

た
が
、
戦
運
我
に
利
有
ら
ず
、
も
ヽ
５

歩
の
と
こ

ろ
で
、ヽ
そ
の
栄
冠
を
逃
し
た
こ
と
は
、
い
く
ら
悔

い
て
も
余
り
あ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

秋
季
関
東
大
会
県
予
選
、
僅
か
部
員
十
一
名
で

の
新
陣
容
の
ス
タ
ー
ト
で
も
、
予
想
に
た
が
わ
ず

伝
統
の
打
棒
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮
さ
せ
、

非
力
の
投
手
力
を
見
事
カ
バ
ー
し
て
、
農
大
二
高

太
田
高
、
桐
生
高
、
関
東
学
園
な
ど
を
烈
し
い
打

撃
戦
の
末
、
撃
破
し
、
決
勝
戦
で
は
中
央
高
を
五

－

一
と
降
し
、
十
八
年

ぶ
り
、
三
度
目
の
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

関
東
大
会
は
十
一
月
三
日
、
茨
城
県
日
立
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
回
戦
、
夏
の
甲
子
園
で

話
題
を
さ
ら
っ
た
村
中
投
手
の
神
奈
川
県
代
表
の

束
海
大
相
模
と
対
戦
。
五
－
○
の
劣
勢
を
リ
リ
ー

フ
落
合
の
好
投
と
中
盤
か
ら
持
ち
前
の
打
線
の
活

躍
で
、
ジ
リ

ジ
リ
と
追
い
上
げ
、
七
回
四
連
安
打

な
ど
で
、
同
点
に
追
い
つ
き
ま
し
た
が
、
最
終
回

僅
か
な
守
備
の
乱
れ
か
ら
、
善
戦
む
な
し
く
敗
れ

ま
し
た
。
計
十
六
安
打
と
東
海
大
相
模
を
上
回
る

大
量
安
打
を
放
ち
な
が
ら
、
最
後
の
最
後
で
力
尽

き
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
今
後
と
も
、
会
員

皆
様
の
絶
大
な
る
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
岡
村
）
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